
認知症カフェ開設支援について 

認知症地域支援推進員の働きかけ 
 

 

 

 

 

福岡県うきは市役所 保健課  

地域包括支援センター      

 
 

                                   平成２９年６月２日 

九州・沖縄地区認知症地域支援推進員活動研究大会 
テーマ  「認知症地域支援推進員活動の現状と今後の向上のために」 
テーマ別 活動発表会 

自然環境に恵まれたまち  うきはの棚田。 



福岡県うきは市   
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●人口        30,431人 
●高齢化率      32.3%. 
              (H.29.4.30現在) 

うきは市要介護の原因疾患(平成26年10月1日現在) 
        一号二号被保険者主治医意見書調べ “フルーツ王国うきは” 

“白壁の町並み” 



認知症地域支援推進員の配置状況 

認知症地域支援推進員    

配置場所 

うきは市役所 保健課 地域包括支援センター 

 

業務 

地域包括支援センター業務 

認知症地域支援推進員業務 

 

 

 

兼務 



開設支援  

 

 
カフェを通しての最終(長期)目標は 
「地域の福祉力をあげる事」 とした。 
 

 



スタート    社会資源探し 

   1 ．情報収集や認知症の理解を深める 
       目的で推進員のPR 
 
 

地域や事業所等に向けて発信 

２．認知症カフェをやってみたいという    
      言葉を待つ 
「地域へ向けて新たな事業を考えていますか？」 

既存資源の再資源化・新規資源の開発 



自発的な気持ちを大切にする  

グループホーム施設長 

「認知症カフェをやってみたいと思っていた」 

という発言あり。(11月下旬)      

 

      推進員   

 

「さすが、認知症の専門です。開設に向けて
協力します。  一緒に立ち上げましょう。 」  
                （エンパワメントアプローチ） 

 

 

 

 



自発的な気持ちを大切にする 

1月、施設長 

「３月に開設します。皆と話し合って
3月に決めました。年間計画にいれま
した。」← 自らが自分たちの意見で決定 

日時は地域を巻き込み地域の声を聞き
決定した。（我が事） 
      (自分たちも立ち上げにかかわったという意識) 
 

      不安な気持ちを理解する 



地域を巻き込む 医療機関を巻き込む 

協力者を探し、つないでいく 

同じ志同士が同じベクトルの方向を
向くと強い力を発揮する。 



一緒にやりましょう  お手伝いします。 

肯定から入る。 波長合わせをする。 

一緒にやっていく（支えていく）というスタンス 

やらされている感・させられている感 

にならないように。 

 

「こうして下さい、ああしてください」 ⇒ 言わない 

 

 

 

気をつけた所   



使 っ た 言 葉  
• 出来る 

• 絶対大丈夫 

• ないものを作るって大変だけど、誰かがしないと
生まれない。その最初の人になってほしい。 

• できる限りの協力をします。安心してください。 

• 待っている人がいます。必要とされています。 

• お金は出せないけれど、体はあります。 

• どうにかなります。 

• 私がついています。  

• うきはの「大谷るみ子さん」になって下さい。 

 

 



情 報 提 供 
・  書籍紹介やニュース記事の情報提供 

   (カフェの効果など) 

・  高齢者(徘徊)模擬訓練の開催(3月) 

・  認知症カフェの視察に参加(実感、イメージ化) 

・  グループホーム部会へ 次年度研修として 
    認知症カフェの視察の提案を行う。 

・  認知症カフェ交流会の参加 

・  協力者を探しつないでいく 

・  積極的な打ち合わせ 

・  助成事業の情報収集   



認知症カフェ 広報 
• うきは市広報誌・ホームページ (広報係と連携) 

• 社会福祉協議会 広報誌 フェイスブック 

• 医師会、薬剤師会など職能団体へ案内 

• 居宅事業所や介護サービス事業所等へ案内 

• 民生委員会議等 会議の場にて 

• 市民センター、図書館などにポスター 

• 相談窓口や家庭訪問 

• 電話にてカフェのお誘い  

• 認知症カフェマップの作成・活用 

• 認知症べんりちょうの作成・活用 
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H２８.３月オープン 
広報うきは 
 
広報係も認知症カ
フェについて調べて
くれる 

「認知症カフェ」と
明記し、「推進員も
ＰＲする 

誰もが安心して過ごせる場所としてオープン 



 

認知症カフェの様子です  
薬剤師さんミニレクチャーの時間です 

成功体験     やれば出来るんだ                              
                  ⇒ 自信 ⇒ 自立 



成功体験     やれば出来るんだ                              
                  ⇒ 自信 ⇒ 自立 

認知症カフェの様子です。 
GHが地域に開かれた存在になり相談機能が充実 
従業員「施設長が変わった」 
カフェが立ち上がった後、 
次の ステップとして推進員はカフェの内容 
についても気にかけていた方が良い。 



このような貴重な意見も頂きます 

「うきはの広報の方に 

認知症カフェでしたか、認知症のよりあい
の場が各地で開設されているのを紹介され
ているのを目にしますがネーミングにすご
く抵抗があります。高齢の母に進めたりし
ていますが(予防)ネーミングが直接すぎ
て。既に認知症を患っていらっしゃる方、
家族の方にも配慮が必要だと思います。
ネーミングの変更を希望致します。」 
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 うきは市 二カ所目の認知症カフェが開設 
                                 平成29年3月 

「はじまるカフェ咸生閣」 

吉井温泉 咸生閣 

平成２９年３月 開設 
 

 
 
● 認知症カフェに市の補助が開始される 

                            (平成29年4月より) 

http://onpara.jp/share/yado/OQF00190/0000069095.jpg


 



 



推進員活動を通して 

・  いろいろな社会資源がきっと身近にある。  

・  眠っている資源がある。 目を覚まさせる事 

・  推進員も職場や地域に助けられ支えられて   

  いる。協力者が必ずいる。 

・  地域に出向き、日頃から地域とのつながり   

  を大切に。 


